説教要旨「洗礼者ヨハネ」
聖書：ヨハネ１：１９－２８
1:19 さて、ヨハネの証しはこうである。エルサレムのユダヤ人たちが、祭司やレビ人たちをヨハネのもとへ遣わして、「あなたは、どなたですか」と質問させたとき、

1:20 彼は公言して隠さず、「わたしはメシアではない」と言い表した。

1:21 彼らがまた、「では何ですか。あなたはエリヤですか」と尋ねると、ヨハネは、「違う」と言った。更に、「あなたは、あの預言者なのですか」と尋ねると、「そうではない」と答えた。

1:22 そこで、彼らは言った。「それではいったい、だれなのです。わたしたちを遣わした人々に返事をしなければなりません。あなたは自分を何だと言うのですか。」

1:23 ヨハネは、預言者イザヤの言葉を用いて言った。「わたしは荒れ野で叫ぶ声である。『主の道をまっすぐにせよ』と。」

1:24 遣わされた人たちはファリサイ派に属していた。

1:25 彼らがヨハネに尋ねて、「あなたはメシアでも、エリヤでも、またあの預言者でもないのに、なぜ、洗礼を授けるのですか」と言うと、

1:26 ヨハネは答えた。「わたしは水で洗礼を授けるが、あなたがたの中には、あなたがたの知らない方がおられる。

1:27 その人はわたしの後から来られる方で、わたしはその履物のひもを解く資格もない。」

1:28 これは、ヨハネが洗礼を授けていたヨルダン川の向こう側、ベタニアでの出来事であった。
　ヨハネ福音書１章１９－２８を共に学びたいと思います。
２８節で、ここの記されていることは、エルサレムから見ればヨルダンの向こう側、つまりヨルダンの東にあるベタニヤで起きたと記されます。ベテニヤはエルサレム近くにもあり、マルタ、マリヤ、ラザロの兄弟が住んでいたことで知られます（ヨハネ１１・１）。あまり聖書の地理を知らない読者を配慮して書かれています。ベタニヤは　ユダヤ人から見れば、そこは辺境の地と見られていたところです。そのようなところで、洗礼者ヨハネが活動をしていました。
　ところで、この福音書の最初の部分は時間の経過が分かる書き方をしています。２９節、３５節、４３節は「翌日」とあります。そして、２章１で「三日目」とあります。最後の三日目がまる三日目なのか、足掛け三日なのか判断できませんが、いずれにしても６日間、あるいは７日間で起きたことが連記されていることが分かります。
ヨハネ福音書は「はじめに」という言葉で始まります。この表現は、創世記１章１にあります。創世記はそこから６日に渡る神の創造の記事を記しています。ヨハネも「はじめに」と書き、さらに、６日間の出来事を記します。形式において似ているのですが、これは意味があると思われます。
天地の創造は壮大な神の働きです。ヨハネがこれから記そうとしていることは、イエス・キリストのことばと業ですが、それは救いのためにキリストがなそうとしている働きです。それは地球の片隅で細々と起きた小さな事件ではなく、また、そこで信じられる信仰はただ個人を満足させるだけの内心の宗教に関わるだけだというのではない、むしろ、天地の創造に匹敵するほどの神の大きな業であるとヨハネは読者に語ろうとしていると受け止めることができます。私たちの救いは、神の業ですが、神の働きの一画しか占めないという些細な出来事ではなく、一人の人が救われるならば、天全体、否、世界全体が喜びに満たされるような大きな神の働きなのだと私たちにヨハネは知らせようとしています。
　洗礼者ヨハネが登場します。すでに、ヨハネは１章６，１章１５で記されています。彼の役割はキリストを証しすることでした。しかし、ヨハネ福音書がまず洗礼者ヨハネを登場させたかを考えなければなりません。
洗礼者ヨハネは当時偉大な人物として知られていました。イエス以上に有名人となっていました。その名声は長く続きます。アポロという雄弁家は、アレキサンドリアで洗礼者ヨハネに学び、彼の教えを語っていたようです（使徒１８：２５）。イエスよりも洗礼者ヨハネのほうが当時の権力者にも恐れられていました。イエスのほうが、ヨハネの単なる追随者、模倣者（エピゴーネン）と見る人もあったようです。今日でもそんな理解をする人がいます。福音書記者のヨハネはそのような考え方を打ち消します。洗礼者ヨハネその自身が自分は証人に過ぎないと語っていたのです。
　１９節以下に記されていることを見ましょう。エルサレムから使者が遣わされます。エルサレムのユダヤ人とは、権威ある立場の人のようで、おそらく最高議会の議員たちであったと思われます。　　
最高議会/サンフェドリンは当時のユダヤにおいて宗教問題だけではなく民衆の生活に対して、裁判権を持っていました。彼らにとって、その権威を危うくするものには警戒をしていたはずです。彼らはユダヤ人の宗教の現状維持を至上命題にしていたと思われます。神殿こそはその宗教の中心でした。ユダヤ人は遠隔の地にあってもその生涯のうちに神殿に巡礼として上っていくことを夢にしていました。
そして、ユダヤ人として神殿税を納める義務もありました。ユダヤの指導者たちは秩序維持のためにも、また神殿の経済を維持するためにも、ユダヤ人の宗教を損なう動きには神経を費やし、もし異なることを教えるものがおれば裁判にかけ、投獄してしまうことにしていたのです。だからこの人々はヨハネが何を教えているのか調査に来たのです。ヨハネに教えを請いにやってきたのではありません。もし、ヨハネが神殿を中核とする伝統的な宗教を危うくするならヨハネを告訴する目的でやってきたと考えられます。送られてきたのが祭司やレビ人であることがこれを証明しているように思います。神殿こそ彼らの生活の根拠です。神殿と離れた辺境の地で怪しいことが行われていないか探索をしようとしていたのです。
　彼らは問います。あなたはどなたですか。易しい表現になっていますが、むしろ、お前は何者だ、というニュアンスが含まれています。決して好意的な問い方ではありません。あわよくば言葉尻を捕らえてヨハネを貶めようとしていたのです。
　ヨハネは答えますが、始め３度否定形で答えています。まず第一。メシヤではない。当時、メシヤ＝救済者が期待されていました。メシヤ像はいくつもありました。たとえば支配者であるローマ帝国を軍事的に打倒し、排除する英雄が期待されていました。かと思うと、この世の終わりに世界を一新する超自然的なメシヤが期待されていました。黙示文学も流行し、そこで神話的なメシヤが語られていました。いずれにしても、神はその民の苦境を救うためにメシヤを派遣する、今こそそのときだとの信仰が蔓延していました。反ローマの暴動を起こす指導者もしばしばメシヤではないかと思われていたのです。
民衆を集め、人気があったヨハネもメシヤではないかと期待されていた可能性は大です。だから、ヨハネは、あなたがメシヤかと尋ねられていませんのに、わたしはメシヤではないと答えたのです。
第一の否定に続いて、今度は、それではエリヤかと尋ねられます。エリヤは列王記上の前半部分で活躍する預言者です。彼はイスラエルにバアル宗教を持ち込んだアハブ王（積極的に導入したのは妃のイゼベルでありましたが）を非難し、対決します。そのエリヤは最後は火の戦車に乗って天に上げられます（列王記下：１１）。そして、ここからエリヤはまた戻ってくるという信仰がユダヤ人の心を捉えました。
実際、イエス・キリストもヨハネをエリヤだと肯定されています。マタイ１１章１４で、「あなた方が認めようとすれば分かることだが、実は、彼は現れるはずのエリヤである」と言われています。洗礼者ヨハネのいうことと矛盾しているように見えますが、イエスが言われたのは、マラキ書３章２３に記されますが、当時、終末の日の接近の時代にエリヤが来るという信仰があったのです。
ヨハネは自分がエリヤであるとは思っていませんでしたが、エリヤのごとき預言者が現れるという当時の人々の信仰をイエス・キリストが踏襲されているだけです。第３に、あの預言者でもないと言います。申命記１８章１５にモーセがわたしのような預言者を立てると約束されていました。この期待はイスラエルの中に保たれ続けました。終わりの日に預言者が現れる。ヨハネこそその人だと思われていました。しかし、ヨハネは三たび、否定します。
それでは誰か。ヨハネはイザヤ４０章３を用いて答えます。わたしは「声」である。単なる声に過ぎない、という意味もあります。預言者のような偉大な人間ではなく、ただ「声」として語っているだけだ。むろん、これだけではありません。声は声でもその声は聞いている人に命令となります。どういう命令か。主の道を備えよ。古代世界で、新しい王が入場するとき、道路を整備するのが慣わしでありました。時には道を作り直しますが、その道は直線の道でした。そのように、偉大な方が来られる、その方のために備えをせよ、こう叫ぶだけである「声」なのだとヨハネは語るのでした。主の道を来られる方、メシヤでありメシヤ以上の方の到来が近い、その方を受け入れる準備をヨハネは求めます。ヨハネはそのために「悔改めよ」と叫んでいたのです。その行状を改めて主に備えよ。ヨハネの口を通して、イエスと言う偉大な方の到来が予告されているのです。
　エルサレムから来たユダヤ人の中にファリサイ派に属する人々もいました。彼らは祭司やレビ人と違う立場で来たと思います。彼らは、エルサレムの神殿を基盤にして活動をしているのではなく、律法を重視していました。律法を解釈し、その律法にしたがって生きる宗教生活を教えている人々でした。彼らはそのような生き方で、人々から尊敬を勝ち取ろうとしています。律法を守るユダヤ人だけが選民であり、神の救済の対象であると考えていたのです。
ところがヨハネは、選民たるユダヤ人にも洗礼を授けていました。異邦人でユダヤ教に改宗しようとする男子は割礼を求められましたが、女性には洗礼が求められました。洗礼は清めの儀式であって、律法を遵守しているユダヤ人には不要と思われていました。ところがヨハネはそれをユダヤ人にも実施したのです。これはファリサイ派の立場を危うくするものです。ユダヤ人第一主義のファリサイ派にとって、異邦人改宗者並みの洗礼は受け入れられない行為であったのです。
ヨハネは、ユダヤ人であろうと異邦人であろうと洗礼を要求しました。ヨハネがファリサイ派から指摘されて訂正するつもりなどありません。彼は悔い改めの洗礼を授けていました。ユダヤ人も異邦人も洗礼を受けなければならない。悔い改めて罪の許しを求めなければならない。それがヨハネの立場です。そして、ヨハネは後になって、自分よりも偉大な方が来る。その方こそ、ヨハネの洗礼が目指している目標を達成すると断言します。罪を許し、罪をあがなう救済者なのだとヨハネは明らかにしています。
　このようにして、ヨハネは、彼を調査しにやってきた人々に答えます。ヨハネの答えは誠実なものでした。そして、彼は自分の役割を承知していました。それは備えをさせることにあります。その備えは心に悔い改めの思いを持つことです。罪を認め、罪を悲しみ、そこから何とかして救われるために道があるかどうかたずね極め、そして、神に救い主を求めることです。それこそ洗礼者ヨハネの務めであったのです。(おわり)
